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沖縄島のオビハナノ ミ属甲虫

高桑正敏・ 杉本ロJ能・ 焼田理一郎

沖縄県沖縄島からは, これまでに6 種のハナノミ 地の斜面に1 本だけ残されたタブノキの周辺に吹
科オビハナノミ属甲111が知られてきた (高桑, き上げられてきては下章:などに静止したものであ
1985; 東・ 金城, 1987; TAKAKuwA, 1999; など). る.
しかし, かって琉球大学学生であった 者らの 1 人 ワモンオビハナノミ GliPa (Macro9l iPa) aPiCal iS
杉本 (l日姓出n), 現在も沖細島在 PIC
住の同じく 者らの1 人焼田に
よって同島から未記録だった種も
いくつか発見されている.  ここに
それらを報告するとともに, 者
らの l 人高桑の手元にある標本
も併せ, 沖縄島産の本属について
記録をまとめておく ことにする.
データが示された標本のうち, 杉
本採集の分は杉本が, 焼田採集の
分は高桑採集のものとともに基本
的には高桑が保管している.
本文に先、rち, 高桑に貴重な標
本を委ねられた福Jill-lの藤,lコ 弘
氏と1L州大学農学部の上野輝久氏
に厚くお礼を申し上げる.
イリ ェオビハナノ ミ Gtipa
(Macroglipa) i riei TAKAKUwA
文献: 高桑, l976 (G. sp. とし
て) ; TAKAKUwA, l977; 高桑,
l985; 東・ 金城, l987.

1♀,  国頭村'3-那親 , 26. V I.
1978, 杉本採集.
沖細島以外では八重山諸島と台
湾, 中国海南島, 北ベトナムから
記録がある. 沖繩島産は2♀しか
検していないが, 基準産地である
八重山諸島産や合湾牌と比べ, 革肖
翅端前の白帯はより前方に位置

国頭村与那: l f , 23. VI. l 996,
焼田採集; 6 2早,  28-29.  VI.

/' 1997, 焼田採集; 2 , 10. V.
1998, 焼田採集; 4 1♀,  24. V.
l 998, 焼田採集; 4 , 31 . V.
1998, 焼田採集; 3 , 7. V I. 1998,
焼田採集.

l l本産はG. shibatai NAKANE
の名がl-i-えられてきたが, HoRAK
(1994) はそれを標記 (基準産地:
ラオス) のシノニムとした.  この
扱いは妥当であろう. 福井ll,l以西
の本州と琉球列島, 合湾, 中国南
部,  インドシナに知られる.  li-那
ではハリオオビハナノ ミと同所で
も見られたが, 本 lの方が明るく
開けた環境をtifむ.  また, 地表近
くの低い車:本に;lilo来することも多
い.
ク サマオ ビハナ ノ ミ Glipa
(Macrogtipa)  kusamai TAKA-
KUWA
文献: TAKAKUwA, 1999.
lc,? l♀, 国頭村奥, 30. IV. l979,

杉本採集.
図1.  沖細島産イリ ェオビハナノ ミ GliPa 1ggg 年に記,般されたばかり

(Mao「09hPa) inei TAKAKUWA, ♀, f「Om で 沖織島のみから知られる 1奥
Okinawa IS'

での個体はゥェノオビハナノミと

し, また前 背板の黒色部はより明瞭かつ大きいこ
とで区別できる (図 l ). 与那戦岳での個体はノムラ
オビハナノミやハリオオビハナノミとともに, 伐採

ともに,  スダジイを主とする二次の 然林を切り開

いて作られた畑地林縁の1 本の' ・ ﾘ集上に次々 と
飛来してきたもの.

TAKAKUwA, M., K. SUGIMoTo & R. YAKITA, Notes On the genus GtiPa(C0leOPte「a, MO「dellidae)Of Okinawa Island Of
the Ryuk yus.
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コオビハナノ ミ Gtipa (Macrogtipa) fasciata KO-
NO
文献:  CHOJo, 1959;  NoMuRA, 1966;  高桑,

l985; 東・ 金城,  1987.
l。フ'1♀, 国頭村西銘岳, 18. VI.1981, 杉本採集;
国頭村与那:  l 1♀, 15. VI. 1990, 上野採集; 6 ,

16. VI. l990, 上野採集; l f , 23. VI. 1996, 焼田採
集; l f ,24-27. V. l997, 高桑採集; 1 ・ 28-29.  VI
1997, 焼田採集; 2f , 10. V. 1998, 焼田採集; 2 f ,
24. V. l998, 焼田採集;  1♀, 21. VI. 1998, 焼田採
集.
四国・ 九州から台湾, 中国にかけて記録がある.
沖細島産は背面の黄紋が多少とも発達する傾向が強
い. 西銘ff,で採集した個体は, 他のハナノミ類とと
もに, 伐採地内に筋状に切り残された防 林内の権
木葉上に、1111ぶように静止していたもので, わずか幅
1-2 mの範囲であった.
ウ ェ ノ オ ビハ ナノ ミ Glipa (Macrogl ipa) uenoi
TAKAKUWA

l f 1 ・  国頭村奥,  30.  IV .1979,  杉本採集 ;
1♀, 国頭村辺野喜, 31.V.1998, 焼田採集; 国頭村
与那: 2 f , 2. V. l990, 藤採集; 1 f2♀, 24-27. V.
1997, 高桑採集.
基準産地は奄美大島で, 他に中国から記録されて
いる. ただし, 中国産はFAN & YANG(1993) の示
した父尾器の図を見る限り, 別の種である可能性が
高い. 辺野喜では林縁から少し中に入ったクワズイ
モ葉上で得たが, 与那における次種らが飛来した場
所に比べると, かなりBilく開鎖的な環境であった.
サトウオビハナノミ Glipa (Macrogtipa) satoi
llanma TAKAKUWA
文献:  CHOJ0, 1959;  NoMuRA, 1966;  高桑,

1977; 高桑,  1985; 東・金城,  1987.
国頭村与那:  l f , l5. VI. 1990, 上野採集;  8 ,

24-27. V. 1997, 高桑採集; 1 ・ l5.  VI .1997,  焼田
採集; 3 1 ・ 10.  V.1998,  焼田採集;  1 2

,
2 4.

V. l998, 焼田採集; 4c,1''4 ・ 31.  V.1998,  焼田採集
2 , 7. VI. 1998, 焼田採集; 1 , 国頭村与那觀岳,
26. VI. 1996, 焼田採集.
基準 _ ﾄl  は台湾のほか中国から,  また本 _  は
美大島と沖細島のみから知られる. 与那における高
桑と焼田の採集品のほとんどは, 前・ 次 l ととも
に,  リュウキュウマツの 林地が混合する照葉樹林
の林緑の 1 カ所の葉上から得たものである.
タイワンオビハナノ ミ Gtipa (Macrogtipa) forme-
sana PIc
国頭村西銘fl : 1♀, 22. VI. 1982, 杉本採集; 1?,

26. VI. l982, 杉本採集; 国頭村与那: 1 ・ 24-27.  V
1997, 高桑採集; 2 ・ 28-29.  VI .1997,  焼田採集
前2 種とともにu本で l つのグループを形成す
るが,  いずれも日本では奄美大島と沖縄島のみに分
布することは実に興味深い. 台湾のほか中国南部か
らも記録されているが, 後者の記録 (FAN& YANG,
1993)  は図示された交尾器を見る限りでは, 本グ
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ループとは別の種である.
ノムラオビハナノミ Glipa (Stenogtipa) nippon ica
NOMURA
文献: NoMuRA, 1957; NoMuRA,1966 (以上G

maiaccanamppomcaとして) ; 高桑, l985; 東・ 金
城,  1987.
国頭村西銘岳: l f , 18. VI. 1981, 杉本採集; l f ,

20. VI. 1981, 杉本採集; 国頭村与那: 20''', 24. V.
1998, 焼田採集; 3 f, 24. V. l998, 焼田採集;  l
1♀, 7. VL1998, 焼田採集; 2f , 21. VI. 1998, 焼田
採集; lc,''', 国頭村与那親岳, 26. VL 1978, 杉本採
集; 1 f 2♀♀, 帰仁村乙羽fl, 10. VI. 1980, 杉本採
集.
沖織島が本種の基準産地で, 他に奄美大島, 熊毛
諸島, Ii島列島から知られるほか, 中国海南島から
も記録されている.  与那では次種とほぼ同所で見ら
れたが, 本IF重の方が湿潤な環境 (近くに沢が流れて
おり,  リュウキュウルリモントンポが見られるよう
なところ) を好むようである.  また, 乙羽岳では地
上約1 mで折れた直径約30 cmほどの樹種不明の
株に飛来してきた.
ハリオオビハナノ ミ Gtipa (Stenogl ipa) annuta ta
(REDTENBACHEL)
文献: 高桑,  1985; 東・ 金城,  1987.
国頭村辺野喜: 2 1♀, 31. V. 1998, 焼田採集;

7f 5 ・ 7.  VI . l998,  焼田採集;  国頭村与那 : 2 f1
24. V. 1998, 焼田採集; 3f , 31. V. 1998, 焼田採集;
30,'2♀,7. VI. l998, 焼田採集; 1♀, 21. VI. 1998, 焼
田採集; 国頭村 '-i-那期fi-: 1?,24. VI. 1979, 杉本採
集; l3c,'''2ｽ ,31.  V.1998,  焼田採集 ; l f,  今帰 f_村l
我山,  10. VI. 1980, 杉本採集.
従来は G.  ma laccana Pfc とされてきたが,

HoRAK(1994) はそれを標記 (基準産地: ニコバル
i;ii) のシノニムとした.  ここではそれに従っておく
が, 者らの 1 人高桑は別の見解をもっている (近
く発表の-f定).

以上オビハナノ ミ属は9 種が記録されたが, これ
は日本の1 地域としては 美大島あるいは屋久島
の9 種と ﾀ lび,  最も ﾉ_数が多い.   しかし , 分布が
想される種には, なおザウテルオビハナノミ ( iii美
大島や石垣島などに分布) やクサカベオビハナノミ
(奄美大島に分布), オオシマオビハナノミ ( ｔ ・
島や台湾などに分布) などがあり, 今後の発見を期
待したい. 地理的に見た場合には,  ファウナ的に
美諸島あるいは八重山諸島と関連が深いと了,想され
るが, 前者との共通種が 7 であるのに対し, 後者
のそれはわずか2 種にすぎず,  より離れた合湾の6

l と比べても著しく ll:通性が低い点は大変に興味深
い

引用文献

東 清 : ・ 金城政勝, 1987. 冲細産Ill t1日録. ix l i +422
pp. 沖細生物学会.
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CHuJ0, M., 1959. Coleoptcra of the Loo-Choc Archipela-
go(1). Mom. Fac. lib. Ar ts Educ. Kagaωa Unlit., part,
2, (69): 8-15.

FAN. X. & C.-K. YANG,1993. Revision of the genus GtiPa
o f Chi na (Coleoptera: Mordellidac). Mom. Beij ing
nat. Hist. Mus.. (53):45-68. (In Chinese with English
descr iption )

HoRAK, J., 1994. Description of Gi ipa (MacrogliPa) thora-
ct c a s p n and revision of some species of the genus
Glipa Lecontc from the Oriental region(Coleoptera,
Mordc1lidae). Folia Heyroυs kyana, 2: 101 -110.

NoMuRA, S.,1957. Morde11id- and elmid-beetles of Yaku-
shima (Colcoptera). E:nt. Reυ. Jlapan, 8: 40-44.

NoMuRA, S., l966. Mordellid-fauna on the Loocho Is-
lands, with descriptions of some new forms. Ent.
Reυ. Japan, l8: 41-53.

高桑正敏,  1976.  八iii山i行島のハナノミ族リスト. Elytra,
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Tokyo, 3:15-18.
TAKAKuwA, M.,1977. A new species of the genus GliPa

LECoNTE from the Ryuk yu Islands (Mordelli dae).
Elytra. Tokyo, 5: 9- 11.

高桑正敏, 1977. 屋久島のサトウオビハナノミの記録,i「正
およびその近報f重の存在について.  甲 ニ ュ ー ス,
(39): 5.

高桑正敏, 1985. ハナノミ科ハナノミ族. 黒沢良彦ほか編,
原色目本甲 図鑑, 3: 376-386. 保育社, 大販.

TAKAKuwA, M., 1999. A new mordell id species all ied to
Glipa oshi:mana(Coleoptera, Morde11idac) from the
Ryukyu Islands. Elytra. Tokyo, 27:65-69.

(高桑: 神奈川県立博物館 ( 自然))
(杉本: 静岡県焼ttt市)
(焼田: 沖縄県那翻市)

0セアカホソクチゾウムシの晩秋における知見
セアカホソクチソ'ウムシ APion sulcir、otre SHARP
は, Protapto:n亜属に属する体長1.8~2.5 mmの小
甲虫であり, 北海適, 本州に分布する. 近緑のヒゲ
ナガホソクチソ'ウムシA. 1)1acidum FAUSTは, フジ
の iiを加1;し, .Apion属の他種も, フジなどのマメ
科植物, 広集樹, 双子集草本類が寄-l一植物として知
られている.
このたび _者は, 本 を針葉樹のモミより, 以下
のとおり多数採集したので報告する.

28 頭,  静岡ll-l御殿場市,  富上山幕岩近く (北緯
35°l9'65' ',  東経138°46'49'' ),  25. X. l 998; 42
頭, 同地点,  1. XI i998, 者採集 ・ 保管.
採集地点は富士山南斜面の海抜1 ,300 mに位置
し,  ミズナラの優l与林が広がる中にモミやニワトコ
などが点在する. 採集時点ではミズナラはすべて落
集し,  トー率1 もほとんど枯れていたため, 地表まで進
るものがなく陽光に照らされていた. 本種の多く
は, af ll高直径30~40 cmのモミの地上高50~100
cmの水平に張りだした枝 (写真 l )  から採集され
た. また,  集の残っているニワトコなどからも,  1
本の樹木あたり1~2 頭と少ないながら得られた.

多く の個体が得られた枝の葉に食痕はみられず,
生葉のついた枝とともに3 週間ほどｼu1育したが,  や
はり葉に食痕はみられなかった.
採集地では, 枝先のトー面と葉の基部との間にn吻
をさし込み, 静止している個体が多くみられた (写
真 2).

ここが越冬場所ではないようで, 同年 l l 1「] 28
口に同地を訪れ採集を試みたが,  l ~2 頭採集でき
たのみであった.
なお, 本;fill と同時にサキブトホソクチソ' ウムシ

A. pac1iyrrhynchum GEMMINGERを1 頭得ている.
末 ながら, 同定の労を快諾いただき, A・後の生
態調査について御不、唆を場った森本 性t'll上, 多く
の御教示をいただいた沢田佳久博士に厚くお礼申し
上げる.

参考文献

森本 桂, l984. ホソクチソ'ウムシ科. 原色口本lll虫図鑑
(IV), pp 265-268, pl 52. 保育社, 大販.

( 東京都八下_ 子市, 大塩一郎)
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0シンポリ ヒゲナガジョ ウカイの採集記録
MicropodaO s s加'nbon i TAKAHAsHIシンボリヒ
ゲナガジョウカイは, TAKAHAsHI (1992) によって
神奈川l!',丹沢山境で採集された標本を基に新種とし
て記般された. その後, 高橋(1995) が山 県からも
記録しているが, A・回, 長野l' l南西部で本種を採集
することができたので, その交尾器の図を添えて報
告する.

2 2早・  長野県下伊那郡上村速山林適 (標高
1800m付近) 1. VI. 1999, 相Ill  功採集.

Mi -opoda0-s s加n0oni TAKA HAsHl
シンポリヒゲナガジョウカイ (長野ln l-l村速山林通
産)

スケールは0.5nm
Micn podabrus tong ipes ( WITTMER)
ナガヒメジョウカイ ( 良゙県 l-ri t川付北又谷産

なお本種は近似 i Micropodabrus 1ongtPes(WIT-
TMER) ナガヒメジョウカイのシノニムではないかと
疑われているが,  その交尾器は明らかに異なり, 別
種であると考えられる. 比較のために type local ity
近くで採集された同 の交尾器も併せて図示してお
く . 最後に確認のために本 の標本を頂き,  さまざ
まな教示を陽つた高橋和弘氏に「'f く御礼中し上げ
る.

参考文献

TAKAHAsH1, K., 1992. T he fa una o f Can tha ri dae in K ana-
gawa Prof. Japan. Kanagawa-Chuho, Yokohama,
(100): 71-124.
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高橋和弘, 1995. 「神奈川県のジョウカイポン科」の追補に
ついて. 神奈川 報, (113): l9-37.

(岐車市, 桐山 功)

0東北地方における二セフタオビノ ミハナ力 ミキリ
の採集例
ニセフタオビノミハナカミキリ Pldom'a (0mPha-

fedora) testacea (MATSUSHITA, 1933) は, 率i伊平一島
大峰山系, 中部Ill岳地域,  日光・ 帝釈山塊の山地帯
の落集広集樹林から亜高山帯の針集樹林にかけて生
息する.  しかし, 飯豊・ -装山境以北の東」ヒ地方か
らの本種の報告は,  ほとんどないものと思われる.
者らは東北地方で採集しているので報告する.

ニセフ タオ ビノ ミハナカ ミキリ

l)  1 ・  山形県西置陽那小国町梶川峰 (標高 l,70
m), 9. v III. 1989, 木幹 採集 (写真右).
モミジカラマツの花上から採集した.

2)  2 , 山形県胞海郡遊佐町河原宿小屋, 8.Vm.
1995, ・ 洋採集 (写真左).
セリ科草本の花上から採集した.
東北地方のL1 本海側に位置する飯豐山や鳥海山
は, 多'3'地域として有名である. これらのIll で々は,
ブナ林をぬけると,  概ね標高1,400~1,500 mでIIE
高山帯になる. ニセフタオビノミハナカミキリが採
集されたのは,  この亜高山帯である.  L1 本海側のfill
高山帯では, アオモリトドマツのような針集樹林が
欠如し, 積'1'の多いところではミネカェデ, ナナカ
マド,  ミヤマナラなどの 集低木辞落が発達してい
る. 本種は, 盛夏まで' v '渓や ' ・田が残り , Z9 '水
付近一帯がじめじめした環境に咲く tif本類のイtから
採集された. 今後, 東北地方の【Ill高山帯の同様な環
境の調査を行えば, ニセフタオビノミハナカミキリ
が他地域でも採集される可能性がある.

(東【ii、都世田谷区, 窪木幹夫)
(埼二i i県圧和町, a澤 洋)
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三重県のタマキノ コムシ*

保科英人・ 生川展行・ 市橋 甫

今まで三重県におけるタマキノ コムシの記録は非
常に少ない.  これまで,  生川ほか (1984 & 1989),
HosH!NA( l998), HosHINA& NARUKAWA(1988) の
ほか, いくつかの研究で, わずかに9 種が記録され
ているにすぎなかった.  これは,  タマキノコムシが
体長が小さく地味なこともあるが, 種名の確定が難
しいことが, 主な原因であった.
今回, 生川らが採集したタマキノコムシを, 等者
の1 人保科が検する機会を得たので, 第一報として
整理のできた分について, 報告しておく.
なお, 今回採集したタマキノコムシは, ハンド
ソー ティングや, 枯枝, 細い倒木や立枯木のビー
ティング, 倒木に生えたキノコより採集したもので
ある.
目本で各ll,l別のタマキノコムシのファウナは,  ほ
とんど知られていない.  よって本発表により, 二重
県は神奈川県とともに, 最もタマキノコムシのファ
ウナが解明されている都適府県と言えるだろう.
なお, 保科以外の 者と後述する謝辞に述べた
方々 により, 三重県より採集されたタマキノコムシ
の数は膨大である.  このため下に示す標本データは

1
図 l -4.  オス交尾器先端

マル タマキノ コムシ

e-'
\/

-
-

2

Nos. 127 - 128 (Febr uar y 2000)

一部であり, すべてではない.  また, データの後に
示されている (litter) という表記は, 落葉中から採
集されたことを表している. また,  タマキノコムシ
のうち,  最も同定が困難と思われる,  Agathtdium
属のうち, 種数の多いNeoceble亜属, Agathi(iium
亜属については検索表を付した. ただし, まだ未記
録種を多く含むであろう現段階では, あくまで一過
性のものであることは否めない.
本リストを発表するにあたり, 同定と分類学的コ
メントは, 者の一人保科が和_当した. 者らは,
貴重な標本を意与いただき発表を委ねられた天春明
吉, 横関秀行, 官能健次, 市川 の各位に深認の意
を表したい. 今回の発表に関し, 保科は多数の民虫
学者の方々 から, 費重な比較標本を見る機会を頂い
た. 保科は, 伊藤建夫氏, 岸本年郎博士, 直海俊一
郎博齒 纈・ c勝之氏,  野村周平博上 平野幸彦氏,
丸山宗利氏 (五十音順) に厚く御礼中し上げる.  ま
た数々 のご助言をいただいている久松定成博士, さ
らに愛媛大学所蔵のタイプ標本を見る便'目:を与えて
くださった同大学の大林延夫・ 酒井雅博両博 l:に深
謝申し上げる.

(腹側).   1. ノ コギリマルタマキノ コムシ
4. イシ 'ゾチマルタマキノ コムシ.

3 4
2. ニセノコギリマルタマキノ コムシ; 3. カッラギ

* A ljst of the subfamily Leiodinae(Coleoptera: Leiodidae) in Mie Prefecture, Japan
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タマキノコムシ亜科Leiodinae Scotocryptini族
ダルマタマキノコムシ属 (新称) CreagroPhorus
コレキョダルマタマキノコムシ (新称) CreagroPho-

s fapomc gs  DAFFNER , l 98
4頭, 三重郡菰野町一f一章, l6.1.1989, 天春明占:採
集 (lit ter).
保育社甲虫図鑑p234 の「新属新種」とは, 本種
のことであろうか.  しかし, 本属は新属ではなく,
古く中米から記般された属である. 本属は, 中米・
インド・ ネパールなど非常に限られた地点からのみ
記録されている. なお余談であるが, 以前 者の一
人保科は, 英国のCooTER氏から, 香港産の本属の
新種らしき標本を送られ,  u本産種と比べてくれと
の依頼を受けたことがある. いずれ, 本属の世界に
おける分布域はおいおい知られていくことになろ
う.
本属はかって, Agathidiini族に含められていた.
しかし, WHEELER(1979) はCreagrOPhO「uS属のモ
ノグラフ的な論文で,  Creagrop1iorus属のiii記般・
再定義を行い, Scotocryptini族との系統的な関連
に言及した. その後DAFFNER(1989) が本属をSco-
tocryptini族に含まれるとして,  日本から, 本種を
記載した. 現在でも, Creagrophorus属は, Scotocr-
yptiniに含める考えが t_流である. Scotocryptini
族は,  限を欠く属を含んでいるが,  Creagr,oPhorus
属には立派な眼がある. なお, 複眼を欠く Scotocr-
yptiniに含まれる属は主に南米に分布する.
さて, Creagrophorusは新属名 「ダルマ」 という
名が示すとおり, 体の降起が強い. 新和名の「コレ
キョ」 は, だるまという愛称で国民に親しまれ, 総
理大臣・ 農商務大臣・ 大蔵大臣・ 日本銀行総裁・ 第
4 代立意政友会総裁等を歴任した, 高橋是清(1854-
1936) に由来する.
Leiodini族
チビタマキノコムシ属ZeadotoPus
チビタマキノコムシ Zeadotopus japomcus (CHAM-
ploN, l 924)

l 頭, 熊野市糖ヶ崎,  17. XII. 1986, 市橋甫採集
(l itter).
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図5-6.  背面.  5. イシゾチマルタマキノコムシ
カ ッ ラギマルタマキノ コムシ.

第 l27・ l28 号 (2000年2 月)

Pseudol iodini族
ラクョウタマキノコムシ属Cotenis
Celoms sp.

1 頭, 度会郡紀勢町錦・ 錦峠, 18. XII. l986, 天春
明吉採集 (l i tter).

Celoms terrena HlsAMATsu, l985 オチバヒメ タ
マキノコムシは, ANGELIN1 & SvEc (1998) によっ
て, Dermatohomoeusという属に移された. 等者の
一人保科は, 東欧ハンガリーのブダペストにある白
然史博物館から,  Dermatohomoeus属の模式種 D
gutneensis HLlsNIKovsKY, l963のタイプ標本を租
倍し, また愛媛大学において, Celoms terrenaの機
式標本を調べて,  この描置が妥当であるとの結論に
達した. そこで, 属名と属和名を l 対1 の関係にす
るため, Dermatoho;moeus属には 「ヒメ タマキノコ
ムシ属」, そしてCeloms属には「ラクョウ (落集)
タマキノコムシ属」という和名を提唱したい. なお,
保科は, Celoms属の模式種, C. immunda(STRUM,
1807) の欧州産標本を有しているが, C terrenaと
はだいぶ 囲気が連う.  この属の詳細は別の機会に
譲りたい.  このリストで示したsp. は投稿中の新種
で, 棋式産地は福岡県の子定である.  また天春氏採
集の本標本はバラタイプとなる予定である.
Pse dcoiems属
ゥスイ ロヒメ タマキノ コムシ Pseu dco ie ms h i iien
REITTER, 1884

3 頭, 度会部紀勢町錦, 19. 1.1997, 天春明,' i採集
(l itter).
本 は, 分類学的に間題を含んでいる.  これに関
しては, 甲虫ニュース 第125 号の保科の記事を参
照ありたい. そして, 問題を解決したあとに, 属和
名の変更を含め結果を報告したいと思う.
Agathidiini族
クシヒゲタマキノコムシ属 (新称) Amsotoma
べニモンヒゲブトタマキノコムシ Amsotoma biPla-

ata (poRTEvIN, 1927)
4 頭, 多気那宮川村父ヶ谷, 26. VII i987, 生川展
行採集; 6 頭, 一志郡美杉村平倉, 27. V. 1989, 市橋
南採集; 3頭, 度会郡大内山村南亦山, 8. VI. 1997,
市川太採集.
ハバビロタマキノコムシA. curta (PoRTEvlN, 1927)

1 頭, 多気郡宮川村父ヶ谷, 26. VII i987, 生川展
行採集.
採集例はこれのみ. 本属の模式種で, 本種と近縁
なAmsotomaglabraという種が, 東京周辺 (Envi-
rons de Tokio, 日光あたりのことか? ) から, PoR-
TEvIN(1908) によって記録されている.  しかし, そ
れ以降の日本からのA glabraの採集公式記録はな
い. A gtabraは欧州から極東ロシアまで広く分布
している種であるが, ANGELINl & DEM ARZ0
(1988) は, A gtabraを目本産種として記録してい
るものの,  日本産の標本は実際には見ていない.  こ
の A gLabra と A. curtaは非常に酷似しているた
め, 区別は難しい. 者の l 人保科は,  この日本産
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A gtabra はA. curta の同定間連いではないかとい
う疑念を抱いている.  もちろん, かっての帝都東京
と口本国首都東京の環境は全く異なるであろうか
ら, かってはA gtabraが生息していたのかもしれ
ないし, 現在も分布するものの採れないだけかもし
れない.  いずれにせよ PoRTEvlNのコレクシ ョ ン
は, パリの自然史博物館に所蔵されているので, そ
れを調べればA gtabraが本当にu本に分布するの
か否かがはっきりするように思える.  しかし, 保科
は以前, PoRTEvlNのコレクションに所蔵されてい
ると思われる, Zeado1o1)us stnensis (PoRTEvlN) の
タイプ標本の借用を当局に願いでたところ, 「見つ
かりません.  ごめんなさい」 と返事されたことがあ
る. 単にコレクションの整理が悪いのか, それとも
紛失したのかはわからない.  しかし, 別にタイプで
もなんでもない (模式産地は欧州) ロ本産A gtabra
とされた標本が, 現在でもPoRTEvlNのコレクショ
ンの中に, 見つかるという保障はない.
ズモ ン タ マキ ノ コ ムシ A frontatis (PoRTEv1N,
1927)

1 頭, 度会郡大内山村南亦山, l5.VII i995, 生川
展行採集; l 頭, 29. VIL1995, 生川展行採集; l 頭,

l 9. VIII. 1995, 生川展行採集.
本文においては従来の和名を踏襲したが, 実は保
育社甲虫図鑑で示されているズモンタマキノコムシ
の写真と解説文は, A annaeという種である. 目本
産本属はシノニムや新亜種等の問題を含んでおり,
保科は属名に対応した種和名の変更等を含め,  L1 本

1本属の紹介記事を, 近く適当な和文ニュースレ
ターに投稿 f・定である.
セマルタマキノコムシ属 (新称) Cyrtoplastus
セマルタマキノコムシ Cyrtoplastus sertePunctatus
(BRIsouT, 1867)

3 頭, 四u市市小牧町, l2. VI. l995, 天春明吉採
集; 3頭, 21. VI. l995, 市橋南採集.
アカバタマキノコムシ属 (新称)
ァカバタマキノ コムシ (改称 ) Sphaerotiodes rufies-
CellS pORTEVIN, 1905

2頭, 員弁郡北勢町悟入谷,  17. V. 1994, 官能健
次採集; l 頭, 多気那宮川村総門林適, 29. IV. 1997,
官能健次採集; 1 頭, 上野rli諏訪, 24. X.1997, 横関
秀行採集; 5 頭, 地山市野登山, 2. XI i997, 市橋南
採集; 2 頭, 上野市高山, 9. V. l998, 天春明吉採集;
1 頭,  上野市西ll l高旗山,  9. V. 1998, 横関秀行採
集.
本種の和名はァカバマルタマキノコムシであった
が,  マルタマキノコムシ=Agathidium属とし,  別
属には別の属和名を与えたほうがよいと考え, 本
属・ 本種にはァカバタマキノコムシという和名を提
唱したい.
マルタマキノコムシ属Agathidium
Cyphocebte亜属
ウスゲマルタマキノコムシ A. (C ) mPPomc g
ANGELINI & DEMARZ0, l 988

Nos. l 27 ・128 (February 2000)

8頭, 員弁郡藤原町山111タテ谷, 20. V. 1995, 横
関秀行採集(litter); 1 頭, 度会郡大内山村南亦山,
31. V. l995, 官能健次採集; l 頭, 4. XI i996, 官能
健次採集.
本種は, 頭部・ 前 背板 ・ 上翅に, 密度は低いが
半透明の徴細な毛を生やす.  この特徴で, 同属他種
との区別は容易である.  この毛が生えるという特異
的な形質は, 原記般や検索表の中で一切触れられて
いないが, 者の一人保科は,  ジュネーブ白然史博
物館所蔵のタイプ標本が同様の形質を持つことを確
認した.  また原記載では,  noteの中で次種A. (C)
subcostatum との区別をいろいろ丁寧に書いてある
が, 前述の毛のほか, 本種は次 lよりも体が細長で
あるので, 間違うことはまずない.
オオマルタマキノコムシ A. (C ) subcostatum PoR-
TEVIN, 1g05

l 頭, 一志郡美杉村平倉, 8. VI.1986, 横関秀行採
集; 1 頭, 27.V.1989, 市橋商採集; 1 頭, 度会郡大
内山村南亦山,  15. X. 1994, 横関秀行採集; l 頭,
l l. XI i995, 市川 採集; 3 頭, 2. VI. 1996, 市川
太採集.
Neoceble亜属
1.  背面は明瞭な斑紋を持つ - - - - - - - - - 2
-  背面はほぼ単色
2. 前 背板は黒色でややうすい周縁部を持つ一 -

- - - - - - ーサガミモンマルタマキノ コムシ
前確i背板は黄鋼色で黒色の2 つの斑紋を持つ

3.  後翅を持たない.
小構を欠くか, 不明瞭

セモンマルタマキノ コムシ

上翅はほほ無点刻で, 会合部

後翅を持つ. 上翅は明瞭な点刻を有し, 会合部
小構は明瞭

4. 触角第3 節は第2 節とほぼ同長
ギオンマルタマキノ コムシ

触角第3 節は第2 節より明らかに短い一 - -
- - - - - - - - - タバルザカマルタマキノコムシ
5.  頭部は複限の後方で最大幅となる一一 - - - -
- - - - - -ールイスマヤサンマルタマキノコムシ
頭部は複眼で最大幅となる

6.  頭部は相対的に大きく, 幅は前 背板の0.7 倍
ぐらし タカネマルタマキノ コムシ

頭部は相対的に小さく, 幅は前 背板の半分く
ら い

7.  触角第7 節は縦長
ヒゲナガマルタマキノ コムシ

l 1」.lJ -                                -

8.  上翅は, 基部3 分の l から, 孤を描くように単
純に曲がる.  オス交尾器は先端近くで急激に細くな
る (図 1) - - - -ーノコギリマルタマキノコムシ
上翅は, 基部4 分の l から, 前;f重と比べて相対

的に急に曲がる.  オス交尾器の先端は 単純に丸
まる (図2) -ーニセノコギリマルタマキノコムシ
サガミモンマルタマキノ コムシ A. (N ) yuMhikoi
HosHINA, 1997
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1頭, 度会郡大内111村南亦山, 2. VI.1996, 市川
採集(litter);  l 頭,  員弁郡」ヒ勢町橋入谷,  29. XII.
1997, 天存明吉採集(li tter).
本種は模式産地の神奈川県以外では, 今回初記録
である. 保科は, 本種の原記載で, 左右の大額がほ
ぼ同じとした. 事実タイプシリーズはそうなのであ
るが, 悟入谷から採集されたオスは, 左大顎が明ら
かに肥大化し,  ツノ状になっている.
セモ ン マル タ マキ ノ コムシ A. (M) deri'sPtoides
NAKANE, l 954

1 頭, 員弁郡藤原町御池 , 3. V. l 989, 生川展行

採集; l 頭, 地山市野登山, 20. IV.1997, 生川展行
採集 (l i tter ).
ギオンマルタマキノコムシ (新称) A. (N ) tuner-
eu;m ANGELIN1 & DEMARzo, 1988

l 頭, 一志郡美杉村、1'倉, 2.X.1993, 伊藤建夫採
集; l 頭, fl弁郡藤原町fill ] タテ谷, 20. V.1995, 横
関秀行採集 (li tter);  1 頭,  安芸郡 濃町,  23. XII.
1995, 市橋ill採集(litter); 1 頭, 上野市御斉峠, 29.
m. 1997, 横関秀行採集(litter); 3 頭,  伊勢市高麗
広,  10. 1. 1998, 市橋前採集(lit ter).
上記のデータのほか採集例は, はなはだだ多い.
現在 者の一人保科は, 本 lのタイプ標本を,  ジュ
ネーブ白然史t専物館より租借している. 本種は, 関
西から関東地方に分布するが, そのオス交尾器の個
体変異を観察すると, 関東産は先端が幅広く, 模式
産地である京都を含む関西産は, 先端の幅がやや狭
い. =重県産は,  タイプ標本に近い. 原記載はもち
ろん関西産をもとに;!1:かれている.  このように検討
していく と,  関東産本種は A. (N ) fuj iyamaense
HosHINA,1997 と同物である可能性がある. これを
ふまえ, 保科はA. (N) fujiyamaenseを本種のif1種
へと格下げするか,  シノニムとするか, 二つの方向
で検,1、tしている. 和名は模式産地【l'都の有名地名か
らとった. 「素直にキョウトマルタマキノコムシに
しろ」 という方もあろうが, A. (N ) kyotoense AN-
GELINl & DEMARzo という別 lが存在するので, や
むなく ? 紙因にした. 基本的にタマキノコムシは,
同属内で似たような種ばかり存在する場合が多く,
形態的特徴を示す気のきいた和名がなかなか思いっ
かない. 棋式産地から和名をつけてしまうことが多
いのだが,  こういった事情を理解していただきたい
と願う.
タバルザカマルタマキノコムシ (新称) A. (N ) Ptc-
eotum HLIsNIKov sKY, l964

1 頭,  安業i郡装濃町,  23. XII. 1995, 市橋市採集
(lit ter); 2 頭, 度会郡大内111村南亦山, 19. XI i995,
官能健次採集; 2頭, 2. VI. 1996, 市川太採集
(li t ter).

HL1sNIKovsKY(1964) は, 本種のタイプ標本の採
集データは, Japan, Ichiuchi, IV 30, l900としか
述べていない.  この採集年が正しいとすれば, 本種
のタイプはルイスの採集品ではない.  しかし, 実際
に タ イ プ標本を調べた ANGELINl & DEM ARz0

第127・ l 28 号 (2000年2 月 )

(1988) は, 本種のタイプは, ルイスのコレクション
によるものとし,  またIchiuchiは四国の石鎚山で
はないかと推測している.  ここらあたりの判断が難
しいところだが, 草間(l971) によると, 明治14 年
(1881 年) 4 月30日に,  ルイスは11.州熊本県の
Ichiuchi というところを訪れている. また HLlsN-
IKovsKY(1964) が日本から記載した種は, すべてル
イスの採集品をもとに書かれているので, 本種もル
イスのコレクションによるものと考えるのが妥当で
あろう. よってとりあえず, 九州のIchiuchiを棋式
産地としておきたい. 新和名は九州南西部で歴史的
に有名な地名で, 藤率敢聞の地「田原坂」に由来す
る. なお, 野村周平博L-は, 佐賀県から本種オス個
体を採集しており, 本種の模式産地が九州か否かを
別にしても, 本種が九州に分布することは確実であ
る.
ルイスマヤサンマルタマキノコムシ A. (N ) curtt-
penne HL1sNIKovsKY, 1964

2 頭,  四日市市小牧町,  11. 1. 1994, 天春明吉採
集;2 頭, 志摩郡大王町船越, 21. V. l994, 横関秀行
採集; 1 頭, 上野市 訪, 7. Xn. 1996, 横関秀行採
集 (l i tter).
本種は, ルイスが神戸から採集したメス l 頭の標
本をもとに記載されたが, 長らく正体不明であっ
た.  しかし, wi者の一人保科は, 上記の採集標本等
をもとに,  オス交尾器を観察し,  またロンドンの自
然史博物館所蔵のタイプ標本との比較により, 本種
と同定することができた. なお, 保科は毎年のよう
に神尸- 市摩耶山に採集にでかけているが, いまだに
棋式産地で本種に巡り会ったことがない.
タカネマルタマキノコムシ (新称) A. (N ) aeneum
ANGELINI & DEMARZo, 1988

1 頭, 多気郡宮川村大和谷林適, 3.V. l994, 横関
秀行採集(lit ter); 1 頭, 度会都大内山村南亦山, 11.
IV. 1996, 天春明,ll採集.
採集例はこの2 例のみ. 本種は四国石f追山から新

;f重記,機されたものであるが, その他の地域からの記
録は今回が初めてである. なお, 発表ながら 者
の一人保科は九州産の個体を採集しており, 実際は
広く分布しているようである.
ヒゲナガマルタマキノコムシ A. (N ) 10nglcorne
pORTEVIN, 1g08

l 頭, 員弁郡藤原町御池 ｳi ,3.  V.1989,  生川展行
採集.
ノ コギリマルタマキノコムシ A. (N ) cnbratum

pORTEVIN, l 905
2 頭, 度会郡大内山村南亦山, 17. IV. l995, 官能
健次採集; 4 頭, 11. IV. l996, 天春明吉採集; 5 頭,
亀山市野登山, 20. IV. l997, 市川太採集; 1 頭, 多
気郡宮川村総門l ll, 29. IV. 1997, 生川展行採集.
ニセノコギリマルタマキノコムシ (新称) A. (N )
dubium, PoRTEvlN, l908

1 頭, 多気郡宮川村父ヶ谷, 7. VIII.1988, 生川展
行採集; 1 頭, 度会郡大内山村南亦山, l l . IV. 1996,
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天春明 '採集.
以前 者の一人保科は, パリの自然史博物館から
本種タイプを組借した. 詳細は別の機会に譲るが,
目本産のある種が本種のシノニムとなる可能性があ
る.
Agathzdium亜属
後翅を持つ

-  後翅を持たない
2.  上翅の点刻の密度は組で, 会合部小構を欠く

ソヤマルタマキノ コムシ

上翅は明瞭な点刻を有し, 会合部小滿は明瞭

3.  頭部は複限の後方で最大幅となる
ニセオオマルタマキノコムシ

頭部は複限で最大幅となる一 - - - - - - -
- - - - - - - - - ーマルムネマルタマキノ コムシ
4.  体は相対的に細長い (図5). オス交ti_器先端は
直線に近い (図3) ーイシツ'チマルタマキノコムシ
体は相対的に幅広い (図6). 交尾器先端は'ﾀ、る

(図4) - - - - - - - カッラギマルタマキノコムシ
ッヤマルタマキノコムシ A. (A ) subtaeυigatum
pORTEVIN, 1908

1 頭, 一志郡美杉村平倉, 27. V. 1989, 天存明占
採集 (l i tter); 3 頭, 四日市市小牧町,  11. IV. 1994,
天春明吉採集.
ニセオオマルタマキノコムシA. (A )carmcePsHlsA-
MATsU, 1956

2頭, 一志郡美杉村平倉, 27. V. 1989, lfi橋商採
集(litter); 2 頭, 2. X. 1993, 伊藤建 採集; 1 頭,
度会那大内山村南亦山,  22. X. 1995, 市川太採集
(litter); 2 頭, 12. X. 1997, 官能健次採集(litter);
1 頭, 阿山郡島ヶ原村奥村三国越, 25. 11. 1996, 生
川展行採集(lit ter);  2 頭,  上野市西山高旗山,  25.
vm. l996, 横関秀行採集(litter).
上記のほか, 採集例は多い.
マルムネマルタマキノ コムシ (改称) A. (A ) cras-
StCO「no pORTEVIN, 1908

l 頭, 度会部大内Ll.1村南亦山, 28. V. 1995, 天

明,:,二l採集(litter);  1 頭,  22. X. 1995, 市川太採集
(litter); l 頭, 上野市-,f田, 13. IV. 1997, 横関秀行
採集(lit ter); 15 頭, .fl弁郡北勢町悟入谷, 29. XII.
1997, 大春明ll i-採集 (l i tter).
本種の和名は従来, マルムネタマキノコムシで
あった.  しかしAgathidium属= マルタマキノコム
シ属と統一するのが適当であると考えたため,  マル
ムネマルタマキノコムシという新和名を提唱した
い.
イシツ'チマルタマキノ コムシ A. (A ) blυescicuta-
tum ANGELINl & DEMARzo, 1988

2 頭, 北率要郡海山町, 3. XI i987, 横関秀行採集
(li tter); 2 頭, 熊野市産田神社, 26. IX.1993, 横関
秀行採集(litter); 2 頭, 度会郡南島町能見 , l l. X.
1993, 横関秀行採集(lit ter).
本;目iはメス個体をもとに石鎚山から記載された種
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である. 者の一人保科は,  ジュネーブの自然史博
物館からタイプ標本を租借し, 手持ちの標本との比
較によって, 来発表ではあるが, 対応するオスを明
らかにすることができた.  また保科は1998 年 虫
学会11.州支部会において, 本mi属の分類に関して,講
演した. 本亜_属に含まれる目本 lは, 基本的に分
布範囲は狭いが, 本 ｢ lは,  _重県から九州南部まで
分布する数少ない例外の一つである. さらに, 本IF重
は体サイズや生息する標高にも差がある. 原記,破で
は, 本種の大きさは, 3 mm とあるが,  このサイズ
は大きい方と思っていただきたい.  そして, 模式産
地は前述のとおり石鎚山であるが, 伊藤建 氏は高
知1f1の足描岬から本種を採集しており,  イシツチマ
ルタマキノコムシの生息する場所は多様に富んでい
る.
カ ッ ラギマルタマキノ コムシ A. (A ) katsuragtae
HosHINA, l998

4 頭, 鈴鹿郡関町鈴鹿峠, 23.XI i993, 横関秀行
採集; l 頭, 一志都美杉村平1合, 28. V.1994, 横関秀
行採集; 1 頭, 熊野市概ヶ崎, 17. XII. l986, 市橋前
採集 (l i tter); 1 頭, 驚町九鬼m]「,  l3. V. l 988,
春明rli:採集(litter); 8 頭, 三◆ll郡 野町切畑, 22. V.
1998, 存明占採集(li tter).
本種とィシツ'チマルタマキノコムシは後翅を欠
く. Agaf加dium属Agat加d加m亜属は,  後翅を欠
く種が多い.  しかし, 岸本t専士, 直海博 l , 野村t専
上 丸山氏採集の本i服_属関東産タマキノコムシのコ
レクショ ンには, 後翅を欠く tiF重が見あたらない. 理
由はわからないが, 本1111属で後翅を欠く種の分布
は,  この -重ll-lを東限としてぶっつりと切れてしま
う.  また保科は, 石川11.1在 の中田勝 氏から北陸
産のタマキノコムシを検する機会を頂いたが, やは
り後翅を欠く本lni_属の標本は見受けられなかった.
平野名ll (1998) の神奈川県のタマキノコムシのリス
トには, 後翅を欠く A. (A ) formcatum HLlsNIKov-
sKY メポソマルタマキノコムシの名が見える.  これ
はおそらく誤りである.  しかし,  この誤同定は, 本
リ ス ト の 者の一人保科によるものであり, 平野幸
彦氏に一切の責がないことを,  ここに明らかに述べ
ておくとともに, 関係者の方々 に深くお詫びした
い.  これらの後翅を欠くF重々 の同定は非常に因難で
あり, 確実な同定はオス交尾器を比較するしかな
い.  また一部の種は同所的に分布しており,  ますま
す同定の困難さに拍車をかけている.
Microceble亜属
ジョウシュウマルタマキノ コムシ (新称) A. (M)
cannatum ANGELINl & DEMARzo, 1988

1 頭, 名張市青連寺ダム, 8. XII. 1993, 横関:秀行
採集(litter); 1 頭, 一志郡美杉村平倉, 27.V. 1989,
天春明吉採集(lit ter); 4 頭, l6. Vm. l992, 天存明
l;採集(litter).
和名は, 模式産地の関東地方北部の「上州」によ
る.
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Macroceble亜属
サクラギマルタマキノコムシ A. (M) sakuragiae
HosHINA & NARUKAWA, l998

2 頭, 南率要郡紀和町布引滝,  11. V. l996, 生川
展行採集.

2頭, 伊勢市剣l峠, 28.1. 1996, 生川展行採集; l
頭, 伊勢市高麗広, 31. 1. 1998, 天春明占採集
(li t ter).
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(保科: 九州大学農学部」-1虫学教室)
(生川:  =重県鈴鹿市)
(市橋 :  三重県菰野町)

0オオアオコメツキ類にみられる上翅の分泌孔
口本にはオオアオコメッキ属Campsosternusの
種はョッモンオオアオコメッキC matsumuraeと
ノブオオオァオコメ ッキC nobuoiの2 IFilが分布し
ており,  いずれも金属光沢を有する美麗種である.
とくに上翅は平滑状で強い光沢を有する.

ノプオオオァオコメッキの1二.翅の分泌fL ( ↑印)

虫類の体の表面に生ずる毛の周辺には,  ほとん
ど例外なく 1 個または2~3 個の分泌fLが開いてい
ることが判明しており,  ルイスクシコメ ッキ M
IeωIslの例は大、l・ (1996) が示した. ところが, 上記

の2 種のオオァオコメ ッキの上翅の毛根 (一見毛は
生じていないようにみえるが, 退化した毛が散在し
ている) の後部の周辺には図示したような数個の分
泌孔群が存在する. 図示 (約5,000倍) したのはノ
ブオオオァオコメッキの右上翅のもので, ・fLの数や
集まりかたは一定していないが, 通常6~10個の集
団で存在する.  しかし,  これが上翅の光彩にどのよ
うに関わっているのかは不明である. あまり知られ
ていない形態なので,  ここに紹介することにした.

引用文献

大平f : \,  1996.  コメツキ �シ類の表度面の分泌fL . 北
州のlil ltl, 43( l ): 26.

(愛知県岡崎市, 大平仁夫)

0マルガタオオョツポシゴミムシを竹富島で採集
従来, 八重Ill,諸島でも西表島からのみ記録されて
いたマルガタオオョツポシゴミムシ CrasPedoPho-
rus mandannus(ScHAuM) を竹富島で採集したので
報告する.

1 頭, 八重山諸島竹富島東屋效, 3.V. l998, 新堀

彦採集.
舗装されていない適路上を午前中に歩行していた
もの.
本種の同定についてご協力をいただいた苅部治
紀・ 秋山秀雄両氏, 苅部氏を通じ分布状況について
ご教示をいただいた森田誠司氏, ならびに採集に同
行していただいた伊藤正 氏に感謝中し上げる.

(神奈川県横浜市, 新堀豊彦)
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アリスア トキリゴミムシと力ワラケアリの関連について

豊 田 浩

Lachnoderma asl)erum BATESアリスアトキリゴ
ミムシはGeorge LEWISが1880年に神奈川県箱根
宮ノ下より採集した個体を基に記 されたァトキリ
ゴミムシである. BATESの原記載によれば「1880
年5 月3 日, 1 頭は石の下,  もう1 頭はァリの果中
にて食われた部分 (原典は英文)』と説明があり, こ
の採集事例が好蟻性の印象を与え, 和名のァリス
(蟻巣) の語源となった. しかしながら, その後の採
集例は決して多くはなく , ほとんどが灯火採集の例
であったことから, 好蟻性についても不明のままで
あった. また, 和名の 'アリス' はァリスアプなど

でも問題になったが, 一見して好蟻性を指す名前と
は判断しにくいようで, 人名か何かと勘連いされる
こともある (アリスアブでは最初に 'アリノス' が
使用されていることもあり, アリスからァリノスへ
和名の統一がなされている. ).  これが本種lを好蟻性
の種と予想しての採集に導けなかった大きな要因で
あろう. 最近になって, 栃木l事の渡良瀬川流域でか
なりの個体数が採集されているという語もあるが,
やはりァリとの関係については無視されているらし
く , 生態についてはいっこ うに解明が進まないまま
である.

_者はこの度, 本 の好蟻性を思わせる行動をい
くつか観察しているので, 本種の数少ない生態的知
見として取りまとめ報告する.
アリの行列からの採集例

1997 年春, 入院中の松本1製一氏のところへ見舞
いに行った際, 関西方面で得られた本種の標本を見
せていただいた.  この個体の鮮やかな茶掲色は, 図
鑑で見る赤味がかったものとはずいぶん連うイメー
ジであり, まるでハムシダマシのような外見, 色彩
であった. しかもァリの行列から得られたものらし
く, 驚きの連続であった.  これが 者の知り得た,
好!t装性を思わせる最初の知見である.
その同じ年の8 月, 埼:fl県東松山市の都幾川河川
数 (図1) にてハンミョウ類を採集していた'準者は,
偶然にも,  ヨシ原からつながるァリの行列より本種
を採集した.  アリの 類はLasius sakagamii カワ
ラケァリであり, 良好な環境の河川数にはわりと普
通に見られる種類である. また, アリの行列を歩く
本種は一見してそれと判らず, やはりハムシダマシ
によく似ていた. アリからの攻撃はいっさいなく ,
堂々 と行列を歩くその姿は1lf競性の種を思わせるに
十分なものであった.
アリの巣の内部及び周辺からの採集例

-ta t998 年に入り,  同じ都幾川河川数のやや上流
部にて女「-蟻性中虫の採集を行っていた'率者は, 春季
に河川数の石下に形成されるァリの果を片っ端から
観察していたが, その際, 巨大なカヮラケアリの果
内から本 lを採集した.  この個体は前例の色彩とは

大きく異なり, 全身真黒のこれまでに知られていな
いものであった. 完全な 熱個体と思われるが, 念
のため写真で示しておく (図2). この個体は無数の
アリが徘1回する果内においてもやはり攻等を受け
ず, ゆっくりと果内を闊11;,しており, 西として運び
込まれていたマルガタゴミムシ類とは対照的であっ
た.
その後, 約平一月の間にカヮラケァリの果中及び周
辺の石下から複数個体が得られたが, ァリとの接触
の際, 後部背面をァリが触角で触るといった行動が
3 回観察された (図3). また, この時の採集個体は
かなり狭い筒所に集中して見られ, ほとんどは半径
3 メートルにも満たない範囲より得られた.
食性について
多くの個体が採集されたが,  この時点でいくつか
疑間が残っていた. ひとつは食性について,  もうひ
とつはァリの果中のみでなく周辺の石下からも得ら
れるのはなぜかということであった.
食性について解明するため, 得られた個体を個別
に容器に入れて飼育下での観察を行った. 餌とする
ものは基本的に現地調達とし, 周辺に見られた可能
性のありそうなものはすべて lJえて見た (表1). 最
も可能性の高いカワラケアリの成虫 (働きァリ) に
ついては,  常に 10分程でタE滅してしまい,  摂食行
動は観察できなかった. 容器を空けて気づいたので
あるが, アトキリ ゴミムシ類特有のガス臭が漂って
いたので, おそらく ァリの死因はこのガスによるも
のと考えられる.  カワラケァリの幼虫については[」
器で触れるなど興味はIr、していたが, やはり食する
ことはなかった.  同じ河原で見られるシワアリの1
の成虫, 幼虫についても試したが,  こちらはまっ
たく興味を示さず, 関係ないものと思われる.
東京農業大学の岡島秀治先生より 「アリの果中に
見られるシジミチョウの幼虫などを食べているので
は」 とのご指摘を頂き,  シジミチョウの幼虫を入手
できなかったことから, 他の の幼虫を与えてみる
ことにした.  近くのヤナキ'の木にいたシャクガの1
種の幼虫については, そのままでは興味をノJ、さず,
イ黷�ﾂけて体液を染み出させたところ,  少々の摂食
がみとめられた. 試しに自宅でaua育していたゴマダ
ラチョウの幼虫も与えてみたところ,  ほぼ同じ反応
を示し, 他のアトキリゴミムシ同様, 鱗翅類の幼虫
を好む傾向があるとの印象を受けた. なお, 石ト'に
多く見られたヤスデ類の1 種や, ヤナギの木に見ら
れカワラケアリと関係していたァ ブラムシの1 ;ll重
にはいっさい興味を示さなかった.
結局, 鱗翅類の幼虫を若 f食べただけで, 十分な
結果は得られないまますべての個体が蛾タllしてし
まった. 本 lは i'地のスウィーピングで得られるこ
ともあるようなので (松本氏私信), 鱗翅類を好んで

- 1 1 -
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図1.  ァリスアトキリコ ミムシの得られた東松山齊s都
幾川の河川数

第127・ l28 号 (2000年2 月)

図4. ァリが触角にll購み付いたままの標本

表1.  食性確認の結果

食西と考えられる生物 jえた様子

01
図2.  アリの果中より得られた -色の個体 (fl: : ?l色
個体, 右: 通常の個体)

図3.  アリスアトキリゴミムシの背面を触角で触れる
カワ ラケア リ

節食している可能性も十分にある.  しかし,  アリと
の関係を考えると, 鱗翅類の摂食例はただ単に水分
補給のためとも考えられる.
アリの行列周辺での観察例
同年6 月下句, すでに草地にはカワラケアリの行
列が形成されており, 夜間観察を実施した.  カワラ

カヮラケァリ (成虫)
カワラケアリ (幼111)
シワアリの l 稱 (成虫)
シワアリの l 種 (幼 )
アプラムシの1 .目1
シャクガの l 種 (幼虫)
ゴマダラチョウ (幼虫)
ヤスデの1 種
ナメクジの 1稱

x (死渡)
x (興味有り)
X

X

X

0 (少しだけ)
0 (少しだけ )
X

X

0 = 食べた,  x = 食べなかったの意味

ケァ リ はf',の根際から茎部にかけて-l-と結草の混
ざったi装をつくり, 中のアブラムシから甘露をも
らっている.  この場所と果をつなぐ間の行列を見て
いったところ, 果の入り口付近にて枯fl'iの上にアリ
スアトキリゴミムシを見出した.  しかもこの個体は
アリを えて格闘の最中であり, すばやく薄ピンに
入れたところ, アリが触角に み付いたままの奇妙
な標本となった (図4). この事例は, アリが西とし
てアリスアトキリゴミムシを要ったのか, またその
逆であるのかは不明であるが, 興味深い観察例であ
る.
季節消長など
本種が活動を始めるのは3 月下旬頃からと思わ
れるが, 越冬場所に関する知見はほとんど例がな
い. 針葉樹の朽木より掘り出された例 (斎藤,
1999) があるが, 個体数は少なく , 本来の越冬場所
とは思えない. 者の観察例から判断すると,  カワ
ラケァリの越冬集団内もしくは周辺の石の下とも考
えられる . 存季に見られる成虫はいずれも老熟個体
であり, おそらく 4 月から5 月にかけて交尾行動が
行われるものと思われる. その後新成虫は6 月下句
からァリの行列付近で得られているが, 幼虫の生息
場所は不明である.
本種の好蟻性について, 笠原 (1992) では, LEWIS
の採集個体は餌として持ち込まれた死骸であろうと
の推測がなされ, 好蟻性については否定している.
これは当時の一般的な考えであり, 採集例の少ない

l 2 -
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この時点では当然の判断であろう.  しかしながら,
このたびのいくつかの事例により, 本種が好蟻性で
ある可能性が新たに浮上してきたといえる.
なお, 者が観察した埼 f 県下においては, 梶村

(1961) の浦和 rli田島における例が唯一のもので
あったので, 数少ない例として以下にデータを示
す.

l 頭, 埼玉県東松山市ト押 i民 (都幾川河川数のオ
ギ原にて, カワラケァリの行列より), 23. V m.
l 997; 1 頭 (黒色), 同市上押垂 (都幾川河川数の荒
地, カワラケァリの果中より), 29.111.1998; 5 頭,
同所, 5. IV.1998; 4頭, 同所, 11. IV.1998; 3頭,
同所,  16. IV. 1998; 1 頭 (アリに噛み付かれてい
る), 同所, 25. VI.1998, いずれも 者採集, 保管.
末'11ながら, 本和こついていろいろご教示頂いた
東京農業大学の岡島秀治助教授, 東京都高尾自然科

0四国におけるオオク ロナガゴミムシの記録
l997 年':率,者が採集のため香川It-1トーを訪れた際,

失われつつある一l潟などに好んで生息するハマベゴ
ミムシPogonus japomcus PuTzEYsが採集されてい
るという古くからある塩田で,  ピッ トホールトラッ
プを仕掛けてみたところ, 塩田緑辺部のアジ原部分
を中心にオオクロナガゴミムシ Pterostichus (Eost-
er,oPus) pro1ongats (MoRAwlTz) と考えられる兩が
採集された.

l f 4 , 香川In坂出市E越町木沢港, 11-17. IX.
1997, 者採集・ 保行.
当初, 関東で採集されている個体とは異なる雄腹
端節上の推f状突起の形状などから, 本種とは別種か
あるいはMORITA (1991) で記般された近似の別 l
で目本海側に分布するェチゴクロナガゴミムシ P.
(11;'.) sudai MORITAである可能性を疑ったが,  交尾
器を抜いて検したところ, 形態的特徴はP. (E) pro-
tongatusのそれと一致した.
さらに, 同地から瀬厂i内海を越えた中国地方の広
範囲で本種の分布が知られていることを考えあわせ
てみると,  これまで報告のなかった四国での分布は
ひどく妥当のようにも思われる.  しかし, 低湿地を
好む本種の生息に通した環境を現?' の四国平野部に
見出すのはなかなか困難なことと思われる. なお,
同地は産廃処理場計画で近く理め立てられる f,定で
ある.
末 になるが, 今回の報告に際し有益な情報をご
教示]11いた森田誠司, 、ll びに採集地の集 内に便宣を
図ってくださった松本慶一の両氏にお礼申し上げ
る.

参考文献

MoRIT^, S., l991. A new pteros tichine carabid beetle
fr om Ni igata Prefec ture, central  Japan. Elytra,
Tokyo, 19: 251-255.

Nos. l27 ・128 (February 2000)

学博物館の松本慶一氏, 採集に同行していただいた
東京農業大学の岸本年郎, 新并志保の両氏に厚く御
礼申し上げる.

引用文献

BATES, H. W. 1883. Supplement to the geodephagous
Coleoptera of Japan. chiefl y from the col lec tion o f
M r. George LEWIS made during his second visit.
f rom February, 1880. to September, 1881. Trans.
ent. Soc, London, l883: 205-290.
原須磨生,  1992.  神 川県から記載された 行虫類.  神
奈川虫報, (100); 59-70.

斎藤勝難,  1999. アリスアトキリゴミムシの採集例.  イン
セクトマップオブ宮城 (10): 39.

(埼玉県嵐山町)

中根 彦,  1979.  目本の甲虫 (新シリーズ) 57.  ゴモクム

シ]E科11. 」l l lt lと自然,  14(7):4-11.
TANAKA, K., 1958. Studies on the genus Pteros tic1tus

f rom Japan (I). Subgenus Eosterop1‘s lCarabidae,
Coleoptcra). Keno,a, Tokyo, 26:215-219.

( 群馬県松井田町,  佐藤陽路樹)
0 ミヤマツチハンミ ョ ウの富士山麓からの採集例
ミヤマツチハンミ ョウ Melee O9uryme1oe) broυi-

couis PANZERはll本では本州 (中北部) に分有1し,
高ll、 の残◆_i付近や校線などに iiに現れるとされてい
る (黒沢, 1985) が, 詳しい分布・ 生態情報は知ら
れていないよ うである. また, 長イt川適明ほか
(1989) は本種を岐事ll,l白山 (標高2,000 m付近) か
ら記録するとともに, その地が分布の西南端にあた
ること, 加えて, それまでの確実な記録は新潟・1ff.
馬県境の谷川 xが分布の南端にあたるものであった
と述べている. その後の記録としても, 者は新潟
県北部を除く関東・ 中部地方ではたまたま長野県松
本市 (松本市史白然部門結集委l l会, 1997) 以外に
知らないので,  手元にある山梨県富 L-l」1 ﾍ産の標本
を記録しておきたい.

1?, Ill梨県上1し一色村天神平 (標高約1,500m),
22. V. 1999, 中村進一採集.
カラマツ植林地の中の伐採跡地にいたものとい
う.
標本を 者にit1、与され, 発表を委ねられた夢虫の
会事務局長の中村進一氏に厚くお礼中し上げる.

引用文献

長谷川道明・ 中島情・ 後藤常明, l989. 中 ニ ュ ー ス,
l87/88): 3.

'、?沢良彦,  1985.  照沢ほか細-,  原色日本甲 図鑑 3, pp.
411 -414. 保育社, 大販.

松本市史自然部門編集委 会, 1997. 松本市史自然部門調
査報告書. vi ll i l52 +v. 松本lt i.
(神奈川県立生命の ・ 地球博物館, 高桑正敏)
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0岐阜県初記録のサメハダチョ ッキリ
少し古い標本であるが, 者は岐事一県未記録のサ
メハダチョッキ11 Byctiscus rugosus (GEBLER) を採
集しているので報告しておく . 今から10年程前,
ドロノキに生息しているムネビロイネソウモ ドキを
採るため白川村へ出かけた. 柄の長い捕虫網でドロ
ノキの上部をスイー ピングしたところ, サメハダ
チョッキリが 5 頭採れた.  しかし, 者はドロノキ
で採れたことと, 体全体が金緑色であることから
てっきりドロハマキチョッキリと思い込み何年か過
ぎてしまった. 数年前,  ドロハマキチョ ッキリとぺ
ニホシハマキチョッキリが同一種とされたので, そ
れを確認しているときサメハダチョッキリであるこ
とに気づいた次第である.

5頭, 岐章.県大野郡白川村荻町, 5. VI. l988, 野平
照雄採集.

(岐章.県各務原市, 野平照雄)
0 トダイオオナガゴミムシの採集記録
トダイオオナガゴミムシ Pterosttchus kosakai

MORITAは1998 年に南アルプス北沢峠北西の歌宿
付近より採集された標本に基づき新種記 されたも
のである. 者は山梨県早川町山伏lb・l・より本種を採
集し, あわせて若一lの知見を得たので報告する.

l o , 111 ｻ県 tF l川町山伏峠 (標高約 1,90 0m)
29-30. V. 1999, 大川秀雄採集.
採集地の標高はおよそ1,900 mほどで, 同時にマ
ス モ ト ナ ガゴ ミ ム シ P. ;masumotoi TANAKA,
MORITA et SuGA も見られ,  マスモトナガゴミムシ
のほうが個体数が感じとしては3~4 倍多く見られ
た (P masumotoi は6 のみ採集). MORITA
(1998) によれば基準産地の歌宿付近では唯一雄の
P masumotot が得られたとあり,  同一種群に属す
る両商lが同所的に分布するソ' - ンのあることが示唆
されていた.
森田氏のご教不、によれば P kosakai は早春にの
み見られるゴミムシで, 分布域が高所に限られるよ
うであるとのことである.  また,  ゴミムシ一般とし
て春先に得られる個体は雄が多いようで, 今回の採

- l4
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集個体はすべて雄であった.
最後に種々 お教えくださり発表することを勧めら
れた森田誠言1 氏, 採集にご一緒させていただいた恩
田賢 氏に厚くお礼申し上げる.

参考文献

MORITA, S..1998. A new Pterostichus(Coleoptera. Ca「abi-
dae) f rom t he Sou the rn Japanese Alps. Elytra.
Tokyo, 26(2): 297-302.

(栃木l事足利市, 大川秀雄)
0岐阜県2 頭目のヒイロホソナガクチキ
岐阜県におけるヒイロホソナガクチキDaPsi1o-

derus nomura1 (NAKANE et HAYAsHl) は1960年に
l 頭記録されている (鳥飼,  1967) が,  その後は
まったく採集されていない. 今回, 者は2 頭目を
採集したので報告する. ブナの葉を叩いていたら落
ちてきたものである.

1頭, 岐阜県L'i城郡河合村天生峠, 20. VII i997,
野平照雄採集.

参考文献

l l飼 治, 1967. 飛騨地方の長朽木!i、科について. 生物教
育, (2): 33-38.

(岐事.県各務原市, 野平照雄)
0紀伊半島のオカモトツヤァナハネムシの記録
オ カ モ ト ッ ヤアナハネムシ Ped i tus okamoto i

(KoNo) は,  特異な形態によりよく知られているが
一般に個体数の少ない種である. 紀伊半島 (奈良県)
からは数例記録があるが, 者は l999 年ト記のよ
うに, これまで記録がなかった3 カ所で, 今年採集
したので報告する. 和歌山県からは初記録と思われ
る.
採集時のようすは, すべてド章に静止していた.
l f ,   奈良県,ti野郡上北山村和佐又山,   22.  V.

1999;  l f , 良県吉野郡野追川村J・?神岳,  9. VI.
1999; 1? , 和歌山県日高郡龍神村護摩壇山, 9. VI.
1999.

(和歌山市, 平松広吉)
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0アオカナプンの藍黒色型を採集
アオカナブン hombo 加na umco ior MoTscHu-

LsKYは北海適から九州まで普通に見られ,  カナフ
ン類では最も北まで分布する として知られてい
る. 者は長崎県五島列島福江島において, 藍黒色
をした本種を次のように採集したので報告する.

l f 1N,  長崎県南松浦郡 11.<; '浦町荒川郷,  19.  Vn
1999; 2 5♀♀, 同上, 20. VII i999; 1♀, 同上,
21. V I I i999, 須田 -;r一採集.

照集樹林に仕掛けたバナナトラップに多数のカナ
フン Pseudotorynorrhina japomca HOPE に混じっ
て来集していたもので数は少なく , 狭い範囲でのみ
見られた. l f面はかなり黒みを帯びた菌'色, 腹面は
やや明るい藤色をしており, ''f-通のアオカナプンの
ような透明感のある光沢はなく, 一見したところで
はク ロ カナブン hom0o 1n'na poh'ta W ATER-
HOUSEを「「1わせる. また個体による変異はほとんど
見られなかった.  カナフンについては色彩の変異が
激しく藤色の型も少ないながら得られるが, 本稱は
オレンジ色を帯びるか,  ごく稀に濃い赤色の個体が
知られている以外変異に乏しく , 今回のような色彩
型は今まで正式な記録がない.
「五島の生物」によると ] i島列島では野崎島, 中通
島で本種の記録があるものの特別な記述はなされて
いないことから, 通常の個体であったと思われる.
今回緑色のアオカナブンは確認できなかったことか
ら, 福江島のみIIE種化している可能性もある.  また
対馬では紫色の個体が採集されているという情報も
得ているが未確認である. いずれにしても 後の調
eiが期待される.
末文ながら, 標本の同定、?びにいろいろとご教不、
を陽った酒井-  香氏に厚くお礼申し上げる.

参考文献

長崎県生物学会, 1981. 「 f ,島の生物」.
酒井 番, 1993.  目本および台湾産のカナフン類. 月刊む
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し, (272): 4-9.
(群馬県伊勢崎市, 須田 亨)

0アマミアラハダチャイロコメツキ沖 本島に分布
アマミアラハダチャイロコメ ッキ Rettterelater

amamiensis は, 美大島八津野において採集され
た雄個体を正基準標本に指定して, 者が新種とし
て記載した体長8 mm内外の果色をした種である.
原記載以降, 本種は岸井 (1989) が徳之島に分布す
ることを報告しているので, 現在での分布範囲は奄
美大島と徳之島である.

'311者は長崎県の松尾照男氏の厚意で, 同氏の教え
子の松永斉大 が琉球大学在学中に採集された多数
のコメツキムシを見る機会を得たが, その中に国頭
村我地林道において得られた本種を見いだした.  こ
れは沖縄本島から最初の記録である.

、l -・一_

アマミアラハダチャイロコメツキ, 難 (我地林道産)

体長は7~ 9 mm内外. 体は栗色で幅広く , 色
毛を生ずる. 触角は第4 節から鋸歯状で, 第 3 節は
第 2 節の約 1.4 倍の長さで, 第4 節は第3 節の約
1.3 信の長さである.  また,  前 背板の後角背面に
は各 2 本の降起線を有する. 終わりに, 松永採集品
を調査する機会を与えられた松尾照男氏に感謝の意
を表する.
調査標本: 3 梶・  国頭村我地林道 , 18 .1 .1986 ;

c,''', 国頭村与那, 28. 111. 1987, 松永斉大採集.
引用文献

1,井 尚,  1989. 1患之島で採集された興味深いコメッキム
シ.  月刊むし, (217):39-40.

OHIRA, H.,1968. The Elateridae of the Ryukyu Archipel・
ago. V (Coleoptera). Kontya 36(2): 134- l43.

(要知lf1岡崎市,  大平仁夫)
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中根猛彦博士を偲んで

高桑正敏
中学2 年生の時にハナノミ科甲虫の存在を知つ
た私は, 翌年にキンオビハナノミとの衝撃的な出逢
いに意まれた. 以来, チョウやカミキリムシにのめ
りこみながらも, ハナノミの採集を心がけた.  しか
し, 図鑑を見てもなかなか種名がわかるものではな
い. 大学生になってあるとき, ハナノミのいくつか
を持って, 当時国立科学博物館におられた中根先生
をお訪ねしたことがある. 先生はにこやかに応対し
てくださり, 「ハナノミの分類は難しいですね」と前
置きされてから, その場で 「ちょっと連うところも
ありますが一一, ニセウスイロヒメハナノミでしょ
う」 といった様子ですべてを同定してくださった.
このときの同定結果を基に, Insect Magazine誌上
に 「ハナノミ四種の記録」 という短報を書いた. 実
は, 高校の生物部,誌に記した駄文を除けば,  これが
私のl l虫界へのデビュー作であった.  この意味で,
私にとって中根先生は, 忘れられない恩師のお一人
である.  その中根先生が5 月26 日に突然に他界さ
れた.  ご逝去に識んで哀悼の意を捧げたい.
中根先生のハナノミへの業描はきわめて大きい.
もともとお好きな分類群だったらしく , すでに20
歳のときに「キノコに楼むハナノミ」 を書かれてい
るし, 先生の2, 4, 7 番目の記般論文はハナノミで
あった. 以来, 1960年までに, 「.ll虫学評論」 など
に単独あるいは中條適夫博士や故野村鎮氏と ll-著
で, ハナノミに関する論文を多数発表されてきた.
1957-1958 年には, 「新 虫」誌上の「日本の「「l虫」
シリーズの中で,  7 回にわたってハナノ ミ科を詳し
く解説され, ただでさえ分類が困難なうえ当時急激
に新知見がもたらされたこの科の理解に大きい.f l献
をされた.  もちろんハナノミ科ばかりでなく,  カミ
キリムシ科をはじめ日本に産するほとんどの甲虫の
分類研.について多大な業績を残されたことは周知の
とおりである. また, 原色Il l 'Ltl大図鑑の2 巻 (甲111
常) の大部分の分類構を執準 されたが, その図版に
使用された標本は小型個体でもみごとに展足されて
いた. 標本はできるだけ美しく展足する,  という私
自身のスタンスは中根先生により培われたものであ
る.
しかし, 中根先生には「甲虫のあらゆる分類辞に
精通された偉大な分類学者」 という評価がある一方
で, 国立科学博物館を去られて以降に歩んでこられ
た研究道は, 側からはけっして王適のようには見え
なかった. 一学会活動に寄 '-i・されることがまった
くなかったようだし, 加えて「甲虫ニュース」や「月
刊むし」, 「北九州の昆虫」 誌上などに, 中央で活躍
されている研究者たちに対する直接・ 間接の批判記
事をたびたび投稿されていたからである. 私どもの
博物館が新規オープンしてからも 2 度ほど来館し

てくださったが, そこでも他の方を批判されるお話
しが出て, 私としては戸惑うばかりであった.
中根先生は, 私にとってはいっでも温和な方で
あったし, 親切で人懐こい感じを抱かせる方であっ
た. それなのに, 先生の書かれた文面や述べられた
言葉には, 先生とは思えないような批判が先にた
つ.  このギャップは何に起因しているのだろうか.
かって青木淳一博士は中根先生から, 「ぼくは人と
深く付き合うことを好まない. 相手が親しくなれば
なるほど, 速ざけてしまう」 といった内容の語を聞
いたことがあるそうである. そこに, 先生が孤高の
精神を潔しとするとご自分では思っておられたこ
と, そしてそれゆえに誤解や不要な庫擦を生じてし
まったこともあるだろう,  と感じられてならない.
ご研究面でも, 大図鑑以後は孤高の適を歩まれた
ように思えてしまう.  ご自身が編集された 「Frag-
menta Coleopterologica」 をはじめ, 所属された大
学 ・ 博物館の記要・ 研究報告など, また地方同好会
誌などに記載論文を多数投稿される一方で,  口本昆
虫学会や日本鞘翅学会,  日本甲虫学会のような中央
の学会誌に論文をほとんど投稿されなかったからで
ある.  しかも, その論文としての体裁には, かなら
ず しも一般的ではないものもあった. 『各人各様に
書いた原稿がそのまま織るような雑誌が私には親し
みがもてる』 (中根,  1989, 」ヒ1L州の.昆虫, 36: 1)
との考えをお持ちだったからこそ, 査読者がいる,
あるいは投稿規程が厳格な雑誌を忌避されたのかも
しれない.  しかし, それならばよりいっそう内容面
に不備があってはならない,  と私は思う.  この意味
で象徴的に古言を呈するなら, 適稿とされた 「スゲ
ハムシの学名について」 (中根, l999, 富l 'i iと自然,
34(8): 45-46) の出版にあたっては,  「昆虫と自然」
編集部に十分な配慮が欲しかったと悔やまれる.

(神奈川県立生命の ・ 地球博物館)

中根猛彦先生と私

藤田 宏
中根猛彦先生と初めてお会いしたのは, 私が中学
生の頃だから,  もう 30年以上前のことになる.  東
京・ 上野の下町で育った私は,  自然の少ない環境の
中で虫採りに励む民虫少年だったが, 近所で一番自
然の残されていた所は, 不忍池と上野の山からなる
上野公園で,  ネットをかついでは胞きもせずに通い
つづけた. その公園の奥に国立科学博物館があり,
当時は毎年夏の終わりになると動植物の同定会が開
催されていた. 虫少年にとって,  こんな耳よりの
話はない. 私は図鑑を見ても種名のわからなかった
虫を持参して, 博物館へ通った. 中根猛彦先生や黒
沢良彦先生, それに青木淳一先生もおられた頃で
あったが, .l l虫少年にとって, 図鑑でお名前を見た
ことがあるような人に直接お会いできて, 虫の語が
できることは夢のように光栄なことであった.
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当然, 足繁く通うようになり, 顔を覚えていただ
くと, 部屋にも遊びに来なさいと llわれるようにな
り, 大人の中に混じっていろいろな先生の部屋に入
るようになった. そんな背のびをした環境で育った
せいか, 早い頃から大人の世界は複雑だと感じるこ
とが多くあった. 中根先生は, 親子ほどの年の差が
ある私にも大変親切にして下さり, いっもにこやか
なお顔で, いろいろと甲虫のことを教えて下さっ
た.
成人して, 「月刊むし」の編集を和_当するようにな
ると, 中根先生にはたびたび原稿をお願いして,  ご
苫労をおかけしてしまった. その中でも, 毎年の年
頭に特集している昆虫界の回顧記事ほど先生を悩ま
せてしまったものはないだろう. 何度も 「もう年だ
から, かんべんしてくれないか一」 と言われたが,
他の昆虫群とはスケールの大きさがちがう甲虫界の
ことを, 世界的な視野でまとめることのできる方は
きわめて少なく , 秋も深まる頃になると, おそるお
そるお願いしたことを想い出す. 内心では大変なこ
とをお願いして中し訳ない気持ちで一杯だったが,
頼まれるとィャとは言えない先生の曖かさに, 何度
救われたことかわからない.  この回Ia記事は先 誌

である「展:.虫と自然」から始まったものだが, つj'が
非常に多くして, オリジナルな論文ではないので,
プロの学者の業経量としては大きいプラスにはならな
いのかもしれない.  しかし,  これを指針やよりどこ
ろとしている同好者は非常に多いので,  この を執
準 して下さった歴代の方がたには, いっも心から感
謝しているしだいである.

l985 年には, 友人の市川敏之氏から中根先生の
退官記念論文集を作ってくれと頼まれた.  とても私
のような者がお引き受けすることではなかったが,
当時中根先生の秘蔵っ子? だった市川氏に何度も頼
まれ, ひきうけることにした.  この折には, 過去の
さまざまなしがらみもあったと思うが, 多くの先生
方が決く原稿をお寄せ下さり, なんとか論文集を発
行することができた. 本作りにあたって, 編集に絶
大なご尽力をいただいた青木淳一先生や高桑正敏
氏, 国際文献印刷社との間にたって多大な便直を
計っていただいた上野俊一先生や割京須磨生氏らの
ご協力がなければ,  とても私にできる仕事ではな
かったことは, いうまでもない. 本ができた日は,
中根先生と親しい人間が集まって打ち上げが行われ
たが, 先生はいっになく相好をくずしておられ, 私
も少年時代からのご恩がえしが, すこしだけできて
うれしかった.
その後も10数年は,  ときどきお会いしたりお電
話をしたりするお付き合いで, 原構をお願いしては
先生を因らせるという状況だった. 昨年は「月刊む
し・ ブックス」 で,  目本の 虫研究の戦後50年史
を各分野の方にまとめていただこうと企画し, 甲虫
を中根先生にお願いした.  この単行本のご執 が始

まり, 先生の少年時代の回想から始まって, 兵隊に
集されるあたりの頃まで が進んだところで, 突
然ご入院の話があった. お電話などのご様子もお元
気であったし,  この本を担当させていた谷角素彦君
へあてた最後のお手紙にも, 「ちょっと入院するけ
ど, あい間をみて病院でも原稿を書くから一」 と書
かれていた_  とても深刻な重病でご入院されると
いった感じではなかったので, 言ト報はなにかのまち
がいとしか思えなかった.
昆虫少年だった私も, 今は中年となり, 最近に
なって告からご指導をいただいてきた方がたの悲報
が相次ぐようになってしまった. 中根先生の独得の
お声も,  もう聞くことはできないし, 新しい原稿を
見ることもできない. 人間の定めとはいえ, 、しい

かぎりである. 護んでご 福をお祈りするととも
に, 私も何か1 つでも甲虫でよい仕事をして, 来世
で先生にご報告ができるように努力したい.

(東京都台東区)
中根猛彦氏の逝去のこと

佐藤正等
l999 年5 月26 目, 本学会名 会i;1の中根猛彦

t191士が亡くなられたとの報が入った. その折に立場
上連絡調整を計ったところ, 「虫屋さんは葬儀に出
て欲しくない」 という意を込めた適族からの中し入
れがあったと聞き及び, 式場もわからないままに当
学会としては一応自宅宛てにl-llJ電を打つことしかで
きなかった. 名?、f会 flであるからには, 礼にかなっ
た処遇をするのが本意であったが, それもかなわな
いままであったという事情は,  とくに述べておく必
要があるだろう. そういえば, 名答会 l l推蘭に当
たっても, 論議があったことを思い出さずにはいら
れない. われわれは, 氏のそれまでの業統について
名i f会員に推菌したのであったが, その受理挨拶の
とき, 「馬場金太郎さんのようにまi付をしていない
ので, 名if会 になれるとは思ってもみなかった」
との言には, われわれの学会をどう考えているのか
と, 正直いって驚いてしまった. 馬場博:tから多額
のご寄付をいただいたことは確かに事実であるが,
それは目本鞘翅学会再建の非常時に,  こちらからと
くにお願いしたことであるし, それ以外にも馬場t専
-l:が,  ご自身の採集された膨大な標本を, 1常しげも
なくそれぞれの専門家に提供されてきたことは,
もが知るところである. それら計り知れない'真献に
対して, 学会としては名i'f会flをもってわずかでも
報いさせていただいたことを銘記しておきたい.
青頭からこんな書き出しになってしまったのは,
なぜ私が追悼文を11かなければならないのかという
気持ちと, 一方では事実関係を明確にしたうえで,
研究者としての氏の業描を評価すべきだという思い
とが交錯しているからであろうか. いろいろな立場
上, を取らざるを得ない事情は理解しているっも
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りであるが, 氏との関係は生前に決してよくなかっ
たといった方がよい.  とくに晩年には, 私ばかりで
なく多くの方がたが率による被害を受けたといって
も過言ではない. なかでも黒 良彦博士, 上野俊一
t専士とは国立科学博物館という同じ場所に動め, -
時期, 彼が黒f事1電上の上司であったこととも関係し
ていよ う .
黒 博上については, 博物館での各種の対応は立
場や考え方の連いによる問題もあったのかと思われ
るが, 着き日の出来事までも引き合いに出しての批
判は理解に1差しむ. 上野博士については,  とくに京
都時代からの思い入れがあったのか, 標本をもらっ
たところカッオブシムシがっいていて白分の標本も
被害を受けてしまったとか, 千葉県立中央博物館の
是虫関係の人f lが科t専より多いのはけしからんと
いって邪魔をしたとか, いくつかの難癖をっけられ
た.  しかし, T-葉県立中央博物館の人事などについ
ては, 上野博.L-がどれだけ陰で努力されて昆虫学関
係者を増やそうとされたか, 私自身も多少の関与を
したのでよく承知している. なぜこのようにいわれ
なきこ とを にされたか理解に苦しむ. なにごとも
自分の思いどおりにならないと気の済まない気性
だったのかと疑いたくもなる. それまで,  どうせ話
大妄想狂のたわごとさ,  と笑い捨ててこられた上野
博 l も,  このときばかりは激怒されて, 全文の取消
しと根も集もない記事を無定見に取りあげた掲繊,誌
上での謝罪を要求され,  もしそれが容れられなけれ
ば, 掲械誌の不見識な編集者とともに, 名 毀i量罪
で告,i斥することも考えておられた,  と聞き及んでい
る. 多くの仕事をされたにもかかわらず, 学会の役
l lにほとんど選ばれなかったのは, そのような性格
や行為の反映であったのかもしれない.
東京大学理学部を率業されて名古屋大学理学部へ
赴任され, 招かれて西京大学農学部 (現京都府立大
学) へ移られたが, そこでもt ｕｶ書「レタカルチョ」
なるものを出し, 招いてくれた教授を非難されてい
る. そして科博でもさんざん不満をもらされ, 鹿児
島大学理学部へ, 停年で宮崎産業大学への転職は別

として何度も職場を変わっておられる. その間, 優
秀な弟子を育成することもできたはずなのに,  との
思いが強い.
いっぼう, 中根氏の甲虫界に対する貢献の大き
かったことを否定するものではない. 私自身も氏の
西京大学時代には何度もご指導をいただいたことが
あるし, 故大林一夫さんと親しかったこともあっ
て, 私の真の恩師と仰ぐ大林さんを訪ねられた折な
どよくお目にかかったものである. それは北隆館の
原色民虫大図鑑甲虫篤執 の折でもあった.  この図
鑑(1963) が出版され,  氏は個人雑誌 「Fragmenta
Coleoptero1ogica」 (l961) を創刊され, 図鑑の年号
に合わせるような形で数年遅れで多くの新種を記載
された. 顧みるに, その頃を境に 禍が多くなった
ような気がする.
第二次置界大戦敗戦の混乱から立ち直りゆく中で
の, 氏の活躍は賞費すべきものがある. 文献など資
料の乏しい中で次つぎと新しい知見を公表され, 戦
後の甲虫界をill建される一興_を担われた. のちに氏
の博士論文となったオサムシ類の検討, さらに食装
コガネムシ類,  カミキリムシ類, その他小さい群な
ど広範に研究を公表された業描は大きい. それがな
ぜか, 大図鑑を境にいろいろな方との庫擦が大きく
なってきたようである. それも 「北九州の 豊」 誌

に, 雑甲虫と称する分野の一連の記般を書かれる中
で, 前文に科学論文としてまったく不必要なことが
らがめんめんと綴られるようになった.  このあたり
は,  レフェリー制を嫌うというより,  自分の論文に
他の人が少しでも手を入れることを嫌う気持ちが強
く, 上記の前文中でも触れられているように, 校関
制度のない雑誌ばかりに11くことが問題を大きくし
ているようである. 論文そのものの質も,  この頃か
ら急速に惡くなった.
中根博士の逝去を悼む心には変わりないが, 生前
の活躍の中で前半と後、l とがあまりにも連いすぎた
ことを惜しみ, 事実は事実として を走らせた. な
にはともあれ, だけは安かれと'率:を置く .

(前会長; 名占屋女子大学)

0ヤマ トナガヒラタムシの本州の記録
ヤマトナガヒラタムシ Tenomergayamato MIYA-

TAKE, 1985 は愛媛県高細I l l産の標本をホロタイプ
に指定して記繊されたもので, バラタイプに長崎ll:1
多良 ｮ一, 大分県祖母山ﾈ-のものが �る . 分布は四国
九州ということだが, 者は神奈川ltlで本種を採集
しているので,  ここに報告したい. おそらく , 本州
から初めての記録かと思われる.

l f , 神奈川県松田町虫沢, 7.VII i997. 者採集
すでに神奈川l事ではヒメナガヒラタムシ T. ja-

ponica (TAMANUKl) 及びナガヒラタムシ T mucida
(CHEvRoLAT) も報告されているので, 本州産3 種す
べてが生息していることがわかった. おそらく , 関
東以南ではこれら 3 が分布しているものと思わ

れる.  なお, 3 種の区別点を検索表で示すと次のと
おりとなる.
l (2) 限を含む11重,の◆? は前胸背板前角間より明らかに
狭い. 上翅は黒色. -ーヤマトナガヒラタムシ

2(1 ) 限を含む頭の幅は前胸背板前角間より同じかや
や広い.

3(4) 上翅の翅端部を除き, 暗掲色の細かい鱗毛に覆
われる ナガヒラ タムシ

4(3) 上翅は暗褐色と灰掲色の鱗毛を装い,  まだら模
様状を- ･_する.  - - - --  ヒメナガヒラタ �

引用文献

MIYATAKE, M., 1985. Tra'ts. Shi koku ent. Soc., l 7: 21-26.
(神奈川県小田原市,  平野幸彦)
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C0LEOPTERISTS NEWS

0静岡県におけるァカツツホソミツギリソゥムシの
記録
ァカッッホソミッキ' リソ' ウムシCaih'Paret'us

(Caih'pare加s) fapom'cusはNAKANE(1963) により
三重県平倉産の標本に基づき, AsaPhePterum属の
l 種として記 された.  その後 MoRIMoTo (1976)
は本種をCa11ipareius属に移すとともに, 福岡県若
杉山と徳之島からの追加記録を報告した. 稀種であ
り, それ以後の記録はほとんどないようである.
者は静岡県で採集された本種の標本を所持している
ので報告する.

1 頭, 静岡県天城湯ヶ島町天城山御幸林道,  l6.
Vm. l 999, 島田 ｦ '採集

fl 重な標本をiti、与下さった東京農業大学」1虫学研
究室の島田率氏にお礼中し上げる.

(東京農大, 吉武 啓)

◇大会報告◇
目本 翅学会第12 回大会は1999 年11 月13 口

(土)~14 日 (u) の2 目間, 愛知県の」lei橋市白然史
博物館で行われた.

'IC例報告したバネリスト

藤り l-がったパネルデスカッショ ン

ー 目目は l l 時、1'から総会が開催された. 午後 l2
時1から l l 編のl:J頭発表があり, 内容もバラェ
ティに富んだ興味深い語題が提供された.  またイン
トロホー ルでは7 編のポスター発表があり, 口頃の

Nos. l27 - l28 (February 2000)

研究成果が美しい写真とともに展示され, 人々 の目
をうばった.
夜はホテル目航豊橋の広々 としたホールで, 盛大
な懇親会が開催され, 110名ほどの会l lが料理とお
酒を堪能し, 虫談に花を咲かせた.

2 u目は9 時20分から 「甲虫の絶滅と;表退一そ
の背最としての環境問題」 と題してシンポジュウム
が行われた. まず佐藤正考:氏の基調議演に始まり,
上野俊一, 高桑正敏, 北山 昭, 荒谷邦雄各氏の事
例報告があり, パネルデスカッションに入った.
種々の間題が出て盛り上がり, 定刻の12 時を 30
分もオーバーして終「した. 午後からはポスター発
表の説明があり, 別室では同定会が開かれた. 同定
会は中に入れないほどの混雑で, 急速2 部屋に分け
た. 時間がなく, 満足できなかった人もあったよう
である.

14 時からは大平f_夫.氏の記念,講演「コメッキム
シってどんな甲虫 (むし) ? 」があり, 成 'i」ばかりで
はなく, 幼虫にも言及され, 興味深いお話であった.
最後はゴミムシ, ハネカクシ, カミキリムシ,  ゾ
ウムシ, 雑甲虫, DNAの分科会が行われ, 5 時前に
終了した. こうして2 u間の大会は無事成功i里に閉
幕した.
今回は一般の人も含めて150人を超えた方々 が
参加した. これらは豊橋市と博物館のご援助と多く
の方々 のご協力の陽と厚く御礼申し上げる.
次回は札幌の北大で7 月22 「l (土) ~23 日 (L1)
に開催する. 採集会も 24 目~25 口に実施するの
で, 多くの方々 の参加をお願いしたい.

(企画大会if、当, 平野幸彦)
◇日本義i翅学会第13 回大会のお知らせ◇
下記の-「,定で l 3 回大会が開催されます. 大会後
には, 大会採集会が1◆,定されています.
【日時】平成12 年7 月22 u (土)~23 日 (L」)
【場所】北海道大学農学部
【◆な内容】
0一般語演 (n頭発表, ポスター発表)
0記念識演: 西島浩・ (北海道ill!.' ii自然史研究所)
0シンポジウム 「北に生きる [f]虫たち」
0この他, 標本同定会, 分科会, 懇親会が開かれま
す. プログラム (22 目は9 :30から受付開始, 23 ll
終」「は16 : 30) は後目案内了,定.
0宿1自や航空機等のf;約は, 北海道大学生協旅行部
へ参加者が直接中し込んでいただくことになりま
す. 連絡先等は後日ご案内しますが, 観光シーズン

のため早めのご予約をお願いいたします.
0識演申し込み締め切り: 平成12 年5 月10日. 後
日, 申し込み用紙及び詳細を送付-f,定.
● u本鞘翅学会第 13 回大会採集会
【u時】 平成12 年7 月24 目 (月)~25 [l (火)
【場所】十勝一股
ｫ第13 回口本鞘翅学会大会事務局ｻ
〒060-8589 札幌市北区北9 条西9 丁目 北海適
大学農学部昆虫体系学講座内

l g -



甲虫ニュース

◇採集例会報告◇
1999 年度の採集例会は前回に引き続き, 目本甲

1.学会との合同で, 7月10目, 11 口に 良県大峰
山系和佐又山ヒュッテにおいて開催された.
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n本革高翅学会22 名, l l本甲虫学会21 名の合計
43 名の参加という盛況であった.

t i例により, タ食後に懇親会が開催され, 画学会
ほほ同数の参加者の自 紹介と情報交流の一大イベ

ントが行われた. 2 年続けて参加された「「l虫学会の
方々 と, 昨年に增して親しく話せるようになれたの
は有意義なことであった.  ドイツからメダカハネカ
クシの Dr. Volker PuTHz 要が参加され, 会場で
英会語が飛び交ったのも今年の特徴であった. また
関西におけるメクラチビゴミ,fl団の追力を日前に体
験できたのは大きな刺激であった.
想親会の後はナイターに行く人と.響、親会PART2
に居残る人に分かれ, 和佐又の夜は, 充実したひと
時のうちに. l富なアルコールとともにあっという間
に過ぎていった. 1?朝ヒュッテの前の'' i原をバック
に,,L!念搬影して l i th行動となった.

一 l・ .
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第127 ・128 号 (2000年2 月)

7月15 n, 16 l」に同じ場所で開催する予定であ
る.

(神 川1,1横浜市, 大木 裕)
◇日本学術会議の学術研究団体登録◇

日本鞘翅学会の機関誌“Elytra”は, 目本学術会
議の審査に基づき, l998 ll:-9 月に郵政省郵務局長
から学術刊行物としての指定を受けています.  これ
に引き続き, 本学会が「_] 本学術会議の登録学術研究
団体となるのに必要な諸条件が整い, l999 年4 月
に懸案であった登録申請を行いました. その結果,
[1本学術会議会in1推蘭11:理会より通知があり,  日本
学術会議法第 l8 条第3 項に基づき, 本学会が第 l8
期u本学術会議会flの選出に係わる学術研究団体と
して同年9 月 l4 u付けで登録されました.

[1本学術会議は, 「科学が文化国家の基礎である
という確信に、◆ち, 我が国の内外に対する代表機関
として, 科学の向上発達を図り, 行政, 産業および
国民生活に科学を反映・i �ｧさせる」  ことを口的と
し, 内「器1総理大臣の所轄のFに置かれた特別の機関
で, 210人の会flにより組織されています. 登録学
術研究団体となる事によって, 会員の候補者を選定
し, または推薦人を指名して口本学術会議に届け出
ることが出来ます. また,  これによって本学会の原
著論文誌“Elytra”は, 「歴とした学会誌」として認
められたことになります. 研究機関や大学などで
は, 研究業都tが内容よりも学会誌そのものの評価に
左右されてしまうことがありますが,  これからは
Elytraに掲 される論文が正しく評価されること
になります.  このように, 目本 翅学会は, 名実と

もに目本, さらにはアジアを代表する学術団体とし
て, 評価の基盤を得たことになります.
今後とも会員各位の, 本学会への御協力を場りま
すようお願い中し上げます.

(会長  大林延夫)

甲虫=ユース 第 l27・ l28 号
発行u 2000年2 月 29 目
発行者 大林延
編集者 妹尾俊男
発行所 目本 ｮi翅学会〒 169-0073  東京都新宿区百

人町 3-23-1 国立科学博物館分館動物研究
部昆虫第二研究室 a 03-3364-2311

印刷所 (株)[日際文献印刷社

良県和佐又山標集会

前回にくらべ2 週間時期をずらせたが, 前回は虫
の発生が く, 逆に今回は遅れたのでずらせた効果
があらわれず, イEは端境期にあたってしまった.
口本甲虫学会と,  2 年連統して合同開催を行った
が, 次回の採集例会も,  [1本甲虫学会との合同で,
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昆虫学研究器具は 「志賀昆虫」 へ
目本ではじめて出来たステンレス製有頭 虫
針00,0, 1,2,3, 4,5, 6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。その他, 採集, 製作器只一一切豊富に取
り揃えております。
〒 l50-0002 東京都渋谷区渋谷 1 丁目7-6
振 替 00130-4-21129
電 話 (03) 3409-6401 (ムシは一番)
F A X (03) 3409-6160

(カタログ賠- , ) (株)志賀昆虫普及社


